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福間隆廉自記 巻 8 
貞享 2年（1685）正月 27日条 

 枠で囲った部分は、昨年の冬以来、「舌内」の治療のため
に食していた百舌の黒焼きを今日まで召し上がることとし、明
日からは止める、とあります。 
 「舌内」とはどのような病気なのか具体像は明らかではありま
せんが、その治療薬として百舌の黒焼きが有益だったのでしょ
う。１ヶ月あまりにわたって、おそらく毎日、毛利元賢はこれを
食べていたわけです。はたしてその「お味」はいかに…。 

また「御腹」の具合も芳しくない時があ
りました。お腹に張りがあるとのこと。風邪
が原因の場合が多かったようです。 
時には「腫物」もありました。「御右御

耳之下御はれ物」など、部位までしっかり
記録されています。 
「御口中御歯くき之上ニ御歯出可申

哉、御痛候」という記事も見えます。これ
は元賢数え１３歳の時のこと。「親知ら
ず」が生えてきたのかもしれません。 
体力の回復と健康維持には、針や灸

は勿論、食事にも気を配っています。 
滋養強壮には「人参」（おそらく高麗

人参）が定番でした。これらが食材として、
あるいは薬の原料のひとつとして供された
記事も見受けられます。 
また一風変わったものとして、例えば右

の写真。これは百舌を黒焼きにして食べ
ていたことが窺えます。この他にも国元か
ら「牛肉」が送られたりもしています。 
元賢はまじめな性格の持ち主で、何

事にも手を抜かず向き合ってしまいがち。
それが病気の一因になっているのでは？
隆廉たちはそう考え、元賢にストレスをか
けないよう配慮しています。例えば、病み
上がり後の読書は取りやめています。根
を詰めての勉学は、元賢の負担になると
みたようです。 

 
「福間茂左衛門隆廉自記写」は、藩

主の日常が窺える貴重な記録と言えるの
です。 
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 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

天和 2 ① ① ①  ① ①  ② ② ② ② ② 

天和 3 ③ ③  ③ ③/閏  ④ ④ ④ ④   

貞享１ ⑤ ⑤ ⑤  ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 

貞享２ ⑧  ⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑩ ⑩ ⑩ 

貞享３ ⑪ ⑪ ⑪/閏 ⑪  ⑪ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫  ⑫ 

貞享４ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬  ⑭ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ 

元禄１  ⑯   ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯   ⑯ 

元禄 2 ⑰/閏 ⑰  ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ 

元禄 3 ⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑱       ⑲ 

元禄 4 ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲      

 

「福間茂左衛門隆廉自記写」採録状況（丸数字が巻数／「閏」は閏月分の記事があることを示す） 
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「普救類方」（塩田家文書 和漢 124～135） 身を保つ④ 

 

 

 
8 代将軍徳川吉宗は、享保 14 年

（1729）、薬の知識の不足により多くの
命が地方で失われていることを憂い、庶
民向けの医学書である『普救類方』を幕
府の医師に命じ編纂させました。 
つづいて享保 18 年（1733）、享保

の飢饉後に疫病が流行したため、応急
の薬の処方を記した『救民薬方』を印刷
し全国の村々に配付しました。 
写真は『普救類方』で、著者は林良

適と丹羽正伯です。全 12 冊からなるこ
の本は、庶民も手に入れ易いように代銀
９匁８分という格安の値段で販売され
ました。 
「頭之部」「面之部」「目之部」「鼻之

部」など身体の部位毎に病状を列挙し
ています。その症状に対して、内外の医
学書の中から、庶民にも入手可能な薬
や簡単な治療法を選んで平易な和文で
紹介しています。また最終巻では薬草の
種類を図入りで解説しています。 
例えば、頭痛の対処法としては、 

頭痛に、いたちささげを粉にして水にてとき、
こびんに付べし。又ハ、いたちささげを袋に
入枕にしてよし。        本草綱目 

と、中国の本草書である『本草綱目』
を引用し、マメ科の多年草である「イタ
チササゲ」を用いた処方を説明していま
す。その他、数種類の書物から別の処
方も示しています。 
また、同じ頭痛でも「頭痛甚つよく頭

裂くるがごとくなる」場合には、 

当帰きざみて二匁、酒一合いれ、七分目
に煎じつめ用ゆ         本草綱目 

と、細かな症状の違いに応じ、対処
法を書き分けています。 
これらの多くは、漢籍や経験に基づく

記述と思われますが、中には、「刀によ
り指を切り落とした時には、蟹の脳髄や
脚の髄を取り、熬って付けると良い」な
ど不思議な記述もあります。これなどは、
蟹の強力な再生能力にかこつけたもの
でしょう。 
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病気になった‼その時に 

病気は突然やってきます。その
痛みや辛さを改善するために、一
刻も早く対処法を見つけ出し、処
置しなければなりません。 
そのような場面で使用されること

になる普救類方は、できるだけ使
いやすいことが肝心です。そのた
め、きめ細かな目次が備えられる
など、編集に工夫が凝らされていま
す。   
急病の時に、大いに役に立った

ことでしょう。 
 

 
 

普救類方～江戸時代の『家庭の医学』～ 
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薬草図解 

風邪をひき発熱、頭も痛い!! 頭が痛い!! 

疱瘡を防ぐには 

二日酔い対策･･･ 

【いたちささげ】：頭痛の時に。 

【みぞかい】 
殻および身が薬として用いられました。 

【茯苓（まつほや）】 
防長両国で良質なものが採れました。 

普救類方 
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〔伊佐売薬〕 
江戸時代、配置売薬という形で民

間に薬が普及していきました。「先用後
利」と呼ばれる販売方法で、あらかじめ
得意先に薬を置いておき、次回訪れた
時に使った分だけ支払う、というものでし
た。これにより、交通の便の良くない地
域へも薬が届けられるようになりました。  
全国的には富山、大和、近江、田

代（佐賀）などが有名でしたが、萩藩
でも伊佐（美祢市）の売薬が藩内の
みならず、他藩へも商圏を広げるほど盛
んでした。他国の売薬業者との激しい
競争もあったようですが、最盛期には、
関東まで販路を拡大しています。 
しかし、明治以降、西洋医学重視の

政策により、売薬に対する取締りが強
化されて行きます。明治 3 年（1870）
に「売薬取締規則」が公布され、薬につ
いては大学東校（現東京大学）で検
査を受け、売薬業には免許が必要とな
り、それまで使われてきた「家伝」「秘伝」
などの称を用いることは禁止となりました。

また、明治 10 年の「売薬規則」により
売薬業者には営業税、鑑札料の支払
いが義務付けられ、さらに明治 15 年の
「売薬印紙税規則」により売薬には必
ず定価を付記し、その 1 割の印紙税の
支払いが義務付けられました（上の写
真の薬袋にも印紙が貼られています）。 
訪問時に期限の切れた薬を新しい薬

と入れ替える販売方法をとってきた売薬
業者に大きな打撃を与え、廃業に追い
込まれる業者も多く出ました。近代化に
成功し、薬の一大産地として発展して
いく地域がある一方、伊佐の売薬はそ
の流れに乗ることができず、昭和 18 年
を最後に営業を終了しました。 

～置き薬あれこれ（薬の名）～ 
売薬には、「○○湯」、「○○散」、

「○○丸」などの名称が付けられたも
のが多くあります。「湯」は煎じて飲む
煎薬に、「散」は粉薬である散薬に、
「丸」は散薬を丸めて飲みやすくした丸
薬に付けられました。 
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伊佐売薬の厚袋で、薬はこの中

に入れられ、紐を通し、柱などにつる
されました。使用した分だけ代金が
支払われましたが、裏に数量記入
欄が印刷してあります。 

（一般郷土史料 1267） 

人々の健康を守った売薬（置き薬） 
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